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同
窓
会
会
報 

● 会長挨拶 会長：薮田和夫氏 

● 総会・懇親会便り 

● 電子情報フロンティア学科紹介と未来に向けて 

● 新任スタッフ紹介 

● 受賞（教員・学生の活躍） 

● 電気工学科創立 70 周年を祝って 

● 会員の近況・思い出 
 
 
 
 
 

会
長 

藪
田
和
夫
（
昭
和
二
十
七
年
卒
） 

電
子
情
報
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
学
科
同
窓
会
は
電

気
工
学
科
創
立
五
十
周
年
を
期
に
電
気
工
学
科

同
窓
会
と
し
て
、
平
成
四
年
に
結
成
さ
れ
て
以

来
、
今
年
で
十
七
年
と
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、

学
科
名
称
も
電
気
工
学
科
か
ら
、
電
気･

電
子
・

情
報･

通
信
工
学
分
野
の
発
展
・
拡
大
に
合
わ
せ

て
、
電
気
電
子
情
報
工
学
科
へ
、
更
に
電
子
情

報
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
学
科
へ
と
変
遷
し
て
き
ま
し

た
が
、
本
年
度
に
は
学
科
創
立
七
十
周
年
記
念

行
事
が
実
施
さ
れ
、
新
し
い
節
目
を
迎
え
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。 

会
長
挨
拶 

こ
の
記
念
す
べ
き
行
事
に
で
き
る
だ
け
多
く

の
同
窓
生
の
皆
様
の
参
加
を
お
願
い
す
る
た
め
、

創
立
七
十
周
年
記
念
行
事
日
程
に
合
わ
せ
て
、

同
窓
会
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

当
日
の
同
窓
会
懇
親
会
は
学
科
の
創
立
七
十
周

年
祝
賀
会
と
の
共
催
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
日
は
大
学
主
催
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

が
実
施
さ
れ
、
こ
ち
ら
へ
の
ご
参
加
も
可
能
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

平
成
十
九
年
度
総
会
・
懇
親
会
は
十
月
二
十

一
日(

日)

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
⑴

ク
ラ
ス
委
員
の
選
任
、
⑵
学
科
創
立
七
十
周
年

念
行
事
へ
の
協
力
等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
総
会

に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
懇
親
会
に
は
薮
田
同

窓
会
会
長
を
齊
藤
副
会
長
（
学
科
主
任
）
を
は
じ

め
、
多
数
の
会
員
の
方
、
許
先
生
、
遠
藤
先
生
、

大
野
先
生
を
は
じ
め
、
多
数
の
先
生
方
が
参
加
さ

れ
、
終
始
和
や
か
な
歓
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
今
年
度
の
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
は
学
科
創

立
七
十
周
年
記
念
行
事
日
程
、
大
学
主
催
の
ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
合
わ
せ
、
十
月
十
九
日

(

日)

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
員
の
皆
様
方
の
多
数

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

総
会
・
懇
親
会
便
り 

学
科
創
立
七
十
周
年
を
期
に
、
役
員
一
同
、

学
科
お
よ
び
同
窓
会
会
員
の
皆
様
の
一
層
の
発

展
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
平
素

の
ご
尽
力
に
感
謝
致
し
ま
す
と
と
も
に
、
多
数

の
皆
様
方
の
ご
参
加
を
頂
き
、
学
科
創
立
七
十

周
年
後
の
同
窓
会
お
よ
び
学
科
の
一
層
の
発
展

の
た
め
の
積
極
的
な
ご
意
見
・
ご
提
言
を
頂
け

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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記

電
子
情
報
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
学
科
紹
介

と
未
来
に
向
け
て 

電
子
情
報
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
学
科
主
任 

穴
田 

哲
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（
昭
和
４
４
年
卒
、
昭
和
４
９
年
修
士
修
了) 

 

電
子
情
報
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
学
科
（200

2

年
電
気
工

学
科
か
ら
電
気
電
子
情
報
工
学
科
、
更
に
激
変

す
る
社
会
環
境
に
対
応
し
て
電
子
情
報
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
学
科
に
名
称
変
更
）は1

9
4
7

年
に
開
設
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
一
万
二
千
余
名
に
及
ぶ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
の
発
展
を
担
う
人
材
を
社
会
に
送
り
出
し
て
き

「フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
（開
拓
）
精
神
に
あ
ふ
れ
た
最
先

端
技
術
に
挑
戦
す
る
研
究
者
、
国
際
的
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
の
と
れ
る
技
術
者
の
育
成
を
目
指
し

て
」 

平成 19 年度同窓会懇親会後に 
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次
に
当
学
科
の
４
つ
の
研
究
・
教
育
分
野
に
つ
い

て
簡
単
に
説
明
い
た
し
ま
す
。
現
在
、
４
つ
の
研
究

分
野
に
対
し
て
１
６
研
究
室
、
２
６
名
の
教
員
、
６

名
の
専
門
技
術
者
が
、
次
の
分
野
の
教
育
、
研
究

を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。 

 エ
ネ
ル
ギ
ー
・制
御
系
の
研
究
・教
育
の
守
備
範

囲
： 

ま
し
た
。
ま
た
昭
和
４
２
年
に
大
学
院
前
期
博
士

課
程
（修
士
）を
設
置
、
つ
い
で
他
大
学
に
先
駆
け

て
、
昭
和
６
５
年
に
大
学
院
博
士
後
期
課
程
を
設

置
い
た
し
ま
し
た
。
我
々
は
、
先
輩
教
職
員
の
こ

う
し
た
努
力
と
情
熱
を
引
き
継
ぎ
、
次
の1

0
0

周

年
に
向
け
て
持
続
的
発
展
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ

て
い
く
所
存
で
す
。
学
部
教
育
に
お
い
て
は
、
少
子

化
、
大
学
全
入
時
代
を
向
か
え
、
厳
し
い
環
境
を

迎
え
て
お
り
ま
す
が
、
い
ま
こ
そ
発
展
の
チ
ャ
ン
ス

と
思
っ
て
時
代
に
即
し
た
教
育
を
心
が
け
て
お
り

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
２
１
世
紀
の
技
術
革
新
に

対
応
し
て
、
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
開
発
か
ら
高
度
情
報
化
社
会
の
根
幹
を
担
っ

て
い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
を
基
礎
と
し
て
、
電
子
・

光
デ
バ
イ
ス
、
シ
ス
テ
ム
制
御
、
情
報
通
信
に
関
す

る
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
及
び
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
技
術
の
基
礎

か
ら
応
用
ま
で
、
幅
広
い
知
識
と
技
術
を
教
授
し
、

企
業
の
第
一
線
で
活
躍
で
き
る
技
術
者
・
研
究
者

の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
電
子
情
報
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
学
科
で
電
気
・
電
子
・通
信
・情
報
工
学
に
つ

い
て
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
、
ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
ま

で
、
未
来
に
向
け
て
自
ら
の
「
知
能
力
」
、
「
デ
ザ
イ

ン
力
」
を
磨
き
、
未
来
に
向
け
て
挑
戦
で
き
る
能

力
を
身
に
つ
け
て
欲
し
い
と
い
う
考
え
の
も
と
に

電
子
情
報
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
学
科
と
改
名
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
学
科
名
称
に
関
し
て
は
、
２
１
世
紀
に
お

い
て
も
社
会
の
中
心
的
大
学
で
あ
り
た
い
と
い
う

思
い
の
も
と
に
改
名
い
た
し
ま
し
た
。 

地
球
環
境
に
易
し
い
、
新
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

開
発
を
目
的
と
し
て
、
根
幹
的
学
問
で
あ
る
電
気

工
学
、
制
御
工
学
に
基
づ
く
さ
ま
ざ
ま
な
研
究

開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
燃
料
電
池
・

省
エ
ネ
技
術
、
知
能
ロ
ボ
ッ
ト
、
電
気
自
動
車
な
ど

の
高
度
な
制
御
、
燃
料
電
池
の
開
発
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

 

○
新
任
ス
タ
ッ
フ
紹
介 

デ
バ
イ
ス
・材
料
系
の
研
究
・教
育
範
囲
：  

量
子
力
学
が
支
配
す
る
分
子
原
子
レ
ベ
ル
の
物
質

設
計
か
ら
半
導
体
デ
バ
イ
ス
・
光
デ
バ
イ
ス
、
大
規

模
集
積
回
路
の
設
計
、
移
動
無
線
通
信
、
光
フ
ァ

イ
バ
通
信
、
音
波
・
生
体
・
医
療
な
ど
の
研
究
開
発

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
し
く2

1

世
紀
型
の
研
究

者
・
技
術
者
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
で
世
界
に

通
用
す
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
系
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
領
域
の
研

究
・開
発
範
囲
： 

情
報
・通
信
系
の
研
究
・教
育
範
囲
：  

高
度
情
報
化
社
会
を
支
え
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
技
術
、

信
頼
性
・
安
全
性
が
高
く
，
す
べ
て
の
人
が
安
心
し

て
恩
恵
を
享
受
で
き
る
情
報
シ
ス
テ
ム
を
実
現
す

る
た
め
に
，
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
，
デ
ィ

ジ
タ
ル
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
，
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
ー

ス
に
至
る
総
合
的
な
基
礎
教
育
を
行
っ
て
い
ま

す
．  

今
年
度
、
当
学
科
は
七
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
是

非
、
企
業
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
卒
業
生

の
諸
先
輩
の
ご
支
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
ま
た
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
な
ど
お
待
ち

申
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
神
奈
川
大
学
の
工
学

研
究
所
を
中
心
に
研
究
員
制
度
、
研
究
教
授
な

ど
の
制
度
を
立
ち
上
げ
、
卒
業
生
の
参
加
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。 

ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
と
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
技
術
の
融
合
し
た

新
し
い
技
術
を
発
想
・
創
生
し
、
医
療
画
像
診
断
、

超
伝
導
に
よ
る
脳
セ
ン
シ
ン
グ
、
音
波
に
よ
る
生

体
セ
ン
シ
ン
グ
、
生
体
熱
利
用
デ
バ
イ
ス
な
ど
の
開

発
と
い
っ
た
未
来
志
向
の
研
究
・
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
さ
し
く
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア(

開
拓
者)

精
神
に
あ
ふ
れ
た
独
創
性
と
国
際
感
覚
を
持
つ

開
拓
精
神
を
育
む
教
育
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。 

○
鈴
木
一
弘
先
生
（
２
０
０
５
年
茨
城
大
学
大

学
院
工
学
研
究
科 

情
報
・
シ
ス
テ
ム
科
学
専

攻
修
了 

博
士(

理
学)

）
が
特
別
助
手
と
し
て

採
用
さ
れ
木
下
研
究
室
に
配
属
、
電
気
電
子
情

報
工
学
実
験
２
を
担
当
さ
れ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡 

圭
介
（昭
和
４
１
年
卒
） 

 

今
年
、
電
気
工
学
科
は
創
立
七
十
周
年
と
の
こ

○
小
松
隆
，
齊
藤
隆
弘
，
「TV

正
則
化
法
に
よ
る

超
解
像JP

E
G

デ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
電
子
情
報
通
信

学
会2

0
0
6

年
画
像
符
号
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（PC

S
J 

2
0
0
6

）20
0
6

年1
1

月 

電
気
工
学
科
創
立70

周
年
を
祝
っ
て 

 

受 

賞 

○
石
井
勇
樹
君
（修
士
２
年
）
が
映
像
情
報
メ
デ

ィ
ア
学
会
の
２
０
０
７
年
冬
季
大
会
に
お
い
て
学

生
優
秀
発
表
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
題
目
「CF

A

モ
ザ
イ
ク
画
像
の
非
線
形
画
像
分
解
と
そ
の
応

用
」
２
０
０
７
年
１
２
月
１
８
日
発
表 

○
内
藤
史
貴
君
（遠
藤
研
究
室
修
士
１
年
、
現
修

士
２
年
）
２
０
０
７
年
度
海
洋
音
響
学
会
研
究
発

表
会
ベ
ス
ト
ポ
ス
タ
ー
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
題

目
：
貝
が
付
着
し
た
鋼
管
杭
の
板
厚
計
測
法
の
開

発
～
送
受
波
方
式
の
検
討
～ 

・ 

・学
問
の
す
す
め
・・ 

○
石
田
直
美
さ
ん 

が
今
年
２
月
か
ら
能
登
研

究
室
に
嘱
託
職
員
と
し
て
配
属
さ
れ
ま
し
た
。 

　　平成18年度神奈川大学電気電子情報工学科同窓会収支

　　　　　収　　　　入 　　　　　支　　出

会費 392,000 通信費

2000円ｘ192名 　総会案内・会報郵送費

3000円ｘ1名      （４７７通）

5000円ｘ1名 　返信ハガキ

　　500通x50円

　幹事会開催案内郵送費

   　17通ｘ80円

預金利息（４月１日） 2,308

印刷用消耗品費

懇親会黒字 27,936 　封筒（600枚）

　A3用紙（500枚）

　プリンタラベル

平成18年繰越金 3,473,146 　スティックのり

レンタルサーバー代 

会合費

次年度繰越金

収入合計 3,895,390 支出合計

収入合計-支出合計

　　　　　収　　　　入 　　　　　支　　出

会費 350,000 通信費

預金利息（４月１日） 3,000 印刷費

郵便料金受取人払い

会合費

レンタルサーバー代

事務用品

懇親会（予備）費

平成18年後期19年前期繰越金 3,809,644 次年度繰越金

収入合計 4,162,644 支出合計

収入合計-支出合計

平成１９年年度神奈川大学電気電子情報工学科同窓

と
、
お
め
で
と
う
御
座
い
ま
す
。 

創
立
に
携
わ
っ
た
先
人
達
は
ど
ん
な
「
志
」
で
電
気

工
学
科
創
立
に
伴
う
ご
苦
労
を
乗
り
越
え
ら
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

そ
の
当
時(

即
ち
昭
和
十
年

代)

の
世
相
は
、
所
謂
日
中
戦
争(

十
五
年
戦
争)

が
始
ま
り
、
先
行
き
の
見
通
し
が
不
透
明
な
時
に

も
拘
ら
ず
、
先
人
達
は
我
が
国
の
将
来
あ
る
べ
き

姿
「
技
術
立
国
日
本
」
を
夢
見
て
、
若
人
の
電
気

技
術
教
育
が
必
須
と
の
情
熱
エ
ン
ジ
ン
が
そ
の
困

難
を
凌
駕
し
た
の
で
は
な

42,540

25,000

1,360

7,491

8,820

535

3,809,644

3,895,390

000

000

000

000

824

644

0

い
か
と
想
う
時
、
そ
の

う
ば
か
り
で
す
。

れ
ほ
ど
困
難
な
こ
と

を 後
輩
で
あ
る
自
分
は
先
人
達
を
誇
ら
し
く
思
う

と
同
時
に
、
現
在
の
自
分
の
立
ち
位
置
を
恥
ず
か

し
く
思

 

創
設
後
七
十
年
間
、
こ
れ
ま
で
脈
脈
と
継
続
し

て
育
て
た
電
気
技
術
者
は
１
万
２
千
人
余
と
の
こ

と
。 

継
続
が
如
何
に
難
し
い
か
は
、
企
業
経
営
に
お
い

て
「
企
業
の
目
標
は

G
o
in

g 
C

o
n
cern

」(

即
ち
継

続
す
る)

と
云
う
言
葉
の
通
り
国
・
企
業
・
組
織
・

団
体
な
ど
「
人
の
集
団
」
の
継
続
が
如
何
に
難
し
い

か
を
言
い
当
て
て
い
ま
す
。
そ

我
が
神
奈
川
大
学
の
教
職
員
・
先
輩
諸
兄
は
情

熱
を
持
っ
て
継
続
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
唯
々
敬
意

と
感
謝
す
る
ば
か
り
で
す
。 

過
日
、
大
学
教
授
・
研
究
者
や
経
営
者
の
会
議

0

会

　　　　　　　　平成1９年10月1日から平成20年9月30日まで 　　　　　

620,

220,

26,

2,000

8,820

5,000

50,

3,230,

4,162,

予算

　  （単位円）
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 終
了
後
の
懇
談
の
席
で
電
気
技
術
者
育
成
に
関

す
る
意
見
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。
成
熟
し
た
こ
の

学
際
は
若
人
に
魅
力
が
な
い
の
で
な
い
か
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
一
体
そ
う
な
の
で
し
ょ
う

か
？ 

 

確
か
に
、
現
代
世
相
が
フ
ァ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
で
拝
金

主
義
的?

な
風
潮
か
ら
、
原
理
原
則
や
基
礎
基
本

を
重
視
す
る
電
気
工
学
科
は
忌
避
さ
れ
る
傾
向

が
あ
る
こ

 

と
は
否
め
な
い

は
あ
り
ま
す
。

講

も

す
る
理
解
度
は
極
め
て
高
く
、

そ

応
用
技
術
に
は
目
を
見
張
る
も
のの

 
 、のし”

社
で
も
国
内
留
学
制
度
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
の

マ
動
画
、
一
般
フ
ォ
ト
画
像
（
デ
ジ

研
究
室
に
少
し
で
も

づ
け
る
よ
う
、
日

頃
も
時
々

齋

ら
ど
う
考
え
る

h
c.jp

/
~
takeo

事
実
で

1
9
8
0

’s

我
が
国
は
団
塊
世
代
に
代
表
さ
れ
る

先
輩
諸
兄
の
努
力
の
結
果
、
漸
く
グ
ロ
ー
バ
ル
に

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
世
界
に
学
ぶ
も
の
は
何
も
無
い
な
ど
と
嘯
き

ま
し
た
。
今
の
日
本
の
状
況
は
、
例
え
ば
国
民
一

人
当
た
り
のG

D
P

は
世
界
１
４
位
等
如
何
で
し
ょ

う
か
？ 

欧
米
各
国
は
固
よ
り

B
R
IC

S

の
成
長
の
源
泉

は
決
し
て
原
理
・
原
則
や
基
礎
基
本
を
軽
視
し
て

成
り
立
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
周
知
の
事

実
で
す
。
即
ち
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
現
在
我
々
は

国
内
的
視
点
の
み
に
捉
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
再
度
原
理
原
則
や
基
礎
基

本
を
徹
底
す
べ
き
時
期
に
来
て
い
ま
す
。 

例

え
ば
、
就

職

に
際

し
て

T
O

E
IC

 

の

S
co

re5
0
0

は
必
須
で
す
か
ら
日
常
の
授
業
で
の
原

書

使

用

は
当

然

で
し
ょ
う

し
、
輪

C
o
m

m
u
n
icatio

n

やP
resen

tatio
n

に
は
必
須
の

科
目
で
す
し
、
院
生
な
ら
学
会
支
部
へ
の
論
文
投

稿
も
自
然
な
学
習
行
為
で
し
ょ
う
。
勿
論
数
学
的

基
本
事
項 

例
え
ば
電
検
２
種
程
度
は
ク
リ
ア
ー

す
べ
き
ご
く
初
歩
的
な
必
須
事
項
で
す
。
こ
れ
ら

基
本
事
項
の
習
熟
に
は
王
道
し
か
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
ひ
た
す
ら
日
常
の
学
習
が
全
て
で
す
。 

拙
な
い
海
外
経
験
か
ら
し
て
も
彼
ら
の
基
本
基

礎
・
原
理
原
則
に
関

れ
に
基
づ
く

が
あ
り
ま
す
。
社
会
経
験
の
あ
る
我
々
も
自
覚
し

て
支
援
す
る
所
存
で
す
の
で
、
教
職
員
・
学
生
が

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
に
立
っ
て
「
学
問
の
す
す
め
」

再
構
築
を
進
め
電
気
工
学
科
の
更
な
る
発
展
に

繋
げ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
・
・
。  

 
 

以
上 

「 

近 

況 

」 

武
尾
英
哉 

 
 

（
昭
和5

9

年
卒
・
昭
和6

1

年
修
士
修
了
）

工
学
部
電
気
工
学
科
を
昭
和5

9

年
に
卒
業

工
学
研
究
科
電
気
工
学
専
攻
を
昭
和6

1

年
に

修
了
し
た
武
尾
英
哉
で
す
。
私
は
大
学
院
修
了

後
、
富
士
フ
イ
ル
ム
株
式
会
社
に
入
社
し
、
平
成

1
3

年3

月
ま
で
ち
ょ
う
ど2

0

年
間
勤
め
、
現
在

は
神
奈
川
工
科
大
学
工
学
部
電
気
電
子
情
報
工

学
科
で
准
教
授
を
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
今
の
大
学

教
員
と
い
う
職
は2

年
半
し
か
経
っ
て
い
ま
せ
ん

で
、
企
業
人
と
し
て
の
経
験
や
実
績
の
方
が
圧
倒

的
に
占
め
て
い
ま
す
。
企
業
人
時
代
は
、
医
療
機

器
分
野
の
デ
ィ
ジ
タ
ル
画
像
処
理
お
よ
び
シ
ス
テ

ム
の
研
究
開
発
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
。
今
か
ら

約2
3

年
前
の
時
代
で
す
が
、
す
で
に
デ
ィ
ジ
タ
ル

画
像
や
デ
ィ
ジ
タ
ル
信
号
処
理
の
医
用
画
像
利

用
に
つ
い
て
行
っ
て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
デ

ジ
カ
メ
も
携
帯
電
話
も
な
い
時
代
で
す
。
ち
ょ
う

ど
学
部
・
大
学
院
で
の
研
究
室
が
、
今
で
も
本
学

で
ご
活
躍
の
齋
藤
隆
弘
教
授
の
研
究
室
で
、
同
じ

く
画
像
処
理
の
研
究
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
し
た

の
で
、
そ
の
ま
ま
会
社
に
入
っ
て
か
ら
も
同
じ
研
究

分
野
で
あ
っ
た
こ
と
は
非
常
に
希
で
あ
り
幸
い
で

し
た
。
し
か
も
会
社
時
代
の2

0

年
間
は
、
一
貫

て
画
像
処
理
と
い
う
研
究
開
発
テ
ー
マ
で
し
た
。

会
社
時
代
に
最
も
や
り
が
い
を
感
じ
た
の
は
、
自

分
が
作
っ
た
処
理
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が
商
品
化
さ

れ
て
市
場
で
使
わ
れ
、
ユ
ー
ザ
か
ら
良
く
も
悪
く

も
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
こ
の
処
理
は
“役
に
立
つ

と
言
わ
れ
た
時
に
喜
び
は
、
開
発
し
た
も
の
に
し

か
わ
か
ら
な
い
感
動
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
縁
が

あ
っ
て
共
同
研
究
先
の
大
学
の
先
生
の
誘
い
も
あ

っ
て
、
会
社
在
職
中
に
社
会
人
博
士
に
よ
る
大
学

院
課
程
博
士
への
進
学
を
薦
め
ら
れ
ま
し
た
。
会

で
、
そ
れ
を
利
用
し
て
通
学
し
、
学
位
を
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ
れ
ま
で
の
研

究
実
績
と
博
士
の
学
位
取
得
を
生
か
し
て
、
現
在

の
大
学
教
員
に
移
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
若
い
研
究
室
で
す
が
、
現
在
は
、
大
学
院
生

４
名
、
研
究
生
２
名
、
卒
研
生
９
名
の
合
計
１
５

名
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
、
医
用
画
像
工
学
、

デ
ジ
タ
ル
シ
ネ

カ
メ
の
画
像
）
と
い
っ
た
３
分
野
の
画
像
処
理
の
研

究
を
こ
つ
こ
つ
と
行
っ
て
い
ま
す
。
将
来
は
、
齋
藤

先
生
の

近

、
“

藤
先
生
だ
っ
た

だ
ろ
う
か
？
”な
ど
と
思
い
な
が
ら
研
究
を
進
め

て
い
ま
す
。
最
後
に
、
参
考
ま
で
に
私
の
研
究
室
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ttp
:/

/
w
w
w
.ele.kan

agaw
a-

it.a

（）
と
研
究
室
メ
ン
バ
ー
の
集
合
写
真
を
紹
介
し
ま

す
。 「

あ
る
日
の
会
話
」 

川
端

美
杉

前
期
課
程
修
了
、
平
成
１
７
年
博
士
後
期
課
程
修
了 

田
中 

亮
子 

 
 

平
成
１
２
年
卒
、
平
成
１
４
年
博
士

平
成
１
２
年
卒 の

溶
接
技
術
向
上

る
姿
が
見
た
い
！

（
笑
）

て
る
女
性
視
点
っ
て

最
近

発
足
し
た
女
性
の
開
発
グ
ル

価
値
観
を
持
っ

に
は
自
信
が
あ
る
っ
て
い

ら
で
は
の
使
い
方
や
苦
手
な
運
転
操
作

、

ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
女
性
の
意
見
を
反
映

田
中
：
卒
業
し
て
○
年
、
２
人
と
も
同
じ
辻
野
研

究
室
で
超
音
波
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
て
・
・
・
・
・
ま
さ
か
会
社
も
同

じ
に
な
る
と
は
学
生
の
時
に
は
思
っ
て
も
な
か
っ
た

よ
。 

川
端
：
本
当
、
ま
さ
か
２
人
と
も
同
じ
会
社
に
入

る
と
は
ね
。 

田
中
：
美
杉
は
最
初
か
ら
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
就

職
す
る
の
が
希
望
だ
っ
た
の
？ 

川
端
：
そ
う
だ
よ
。
自
動
車
っ
て
言
う
か
モ
ノ
を
造

り
た
く
て
、
そ
の
モ
ノ
を
造
っ
た
こ
と
が
実
感
で
き

る
所
に
就
職
し
た
か
っ
た
ん
だ
。
亮
子
は
？ 

田
中
：
私
も
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
第
一
希
望
だ
っ

た
の
。
思
い
描
い
て
い
る
モ
ノ
が
実
際
商
品
に
な
る

楽
し
み
と
、
そ
の
商
品
に
共
感
し
て
買
っ
て
く
れ

る
お
客
様
の
喜
ん
で
い

 

車
っ
て
幅
広
い
分
野
が
集
結
し
て
い
る
か
ら
、
工
業

製
品
と
し
て
一
番
面
白
そ
う
だ
な
っ
て
思
っ
た
の
。 

川
端
・
田
中
：
私
達
っ
て
似
た
も
の
同
士
だ
ね

 

川
端
：
同
じ
会
社
な
の
に
会
社
で
は
一
度
も
会
っ

た
こ
と
が
な
い
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
一
緒
に
な
っ

た
こ
と
な
い
し
、
亮
子
の
や
っ

ど
ん
な
仕
事
な
の
？ 

田
中
：
私
の
仕
事
は
、
一
言
で
言
う
と
、
女
性
の
お

客
様
に
「
こ
の
車
い
い
ね
♪
」
っ
て
共
感
し
て
も
ら
っ

て
買
っ
て
も
ら
え
る
車
を
造
る
こ
と
な
の
。 

川
端
：
あ
っ
、

 

ー
プ
っ
て
亮
子
の
居
る
所
な
ん
だ
。
具
体
的
に
は

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
る
の
？ 

田
中
：
車
種
ご
と
に
設
定
さ
れ
て
い
る
女
性
の
タ

ー
ゲ
ッ
ト
カ
ス
タ
マ
ー
が
『
ど
ん
な

て
い
る
の
か
』
『
ど
ん
な
車
の
使
い
方
を
し
て
い
る
の

か
』
な
ど
を
調
べ
て
、
そ
れ
ら
を
車
両
開
発
の
目
標

に
す
る
の
。 

川
端
：
そ
れ
っ
て
車
庫
入
れ
の
苦
手
な
女
性
で
も
、

日
産
の
車
だ
っ
た
ら
車
庫
入
れ
が
苦
手
じ
ゃ
な
く

な
っ
た
！
運
転
が
上
手
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
、
み
た
い

な
技
術
開
発
を
す
る
っ
て
こ
と
？ 

田
中
：
そ
の
通
り
！ 

車
造
り
っ
て
男
性
主
流
な

上
に
車
が
好
き
で
運
転

う
人
が
主
流
だ
っ
た
か
ら
、
こ
う
い
う
視
点
に
欠

け
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
女
性
の
意

見
が
入
る
こ
と
で
、
今
ま
で
見
落
と
し
が
ち
だ
っ
た

女
性
な

な
ん
か
を
把
握
し
て
車
造
り
に
取
り
込
む
こ
と
で

よ
り
多
く
の
お
客
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
車

を
造
っ
て
る
っ
て
わ
け
。 

川
端
：
そ
う
な
ん
だ
。
最
近
、
う
ち
の
会
社
に
限

ら
ず
、
い

さ
せ
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
多
く
な
っ
て
き
た
も

ん
ね
。 

田
中
：
そ
う
だ
ね
。
男
性
と
女
性
っ
て
結
果
は
同

じ
よ
う
に
見
え
て
も
、
そ
の
過
程
に
お
け
る
感
じ

方
が
違
う
か
ら
、
こ
う
い
う
取
り
組
み
は
重
要
な

ん
だ
よ
。
と
こ
ろ
で
美
杉
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て

る
の
？ 
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 川
端
：
私
の
部
署
は
、
機
械
工
学
・
材
料
工
学
・
冶

金
工
学
・
電
気
工
学
・
無
機
化
学
・
応
用
化
学
な

ど
の
知
識
と
技
術
を
活
か
し
て
、
高
品
質
な
製
品

を
低
コ
ス
ト
で
量
産
す
る
た
め
の
生
産
設
備
の
企

画
・
工
程
設
計
・
導
入
と
、
生
産
設
備
お
よ
び
型

技
術
、
樹
脂
・
塗
装
技
術
、
先
進
車
両
生
産

す
る
ん
だ
。

ど
、
そ
れ
以
上
に
モ
ノ
を
造
る
創
造
力
を

る
た
め
に
、
車
と
は
関
係
な

造
れ
る
と
思い

、

い
モ
ノ
に
出
会
っ
て
感
性
を
磨
く
よ
う
に
し
て
る
ん

だ
。 

川
端
：
ち
ゃ
ん
と
活
か
し
き
れ
て
て
い
る
か
わ
か
ら

な
い
け
ど
、
超
音
波
溶
接
も
工
法
の
一
つ
と
し
て

活
か
し
て
い
る
よ
。 

田
中
：
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
る
学
生
に
は
勉
強
を

し
て
学
力
を
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大

切
だ
け

技
術
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
て
、
現
状

の
生
産
技
術
で
生
産
で
き
な
い
場
合
に
は
、
新
た

な
生
産
技
術
を
開
発

 

養
っ
て
も
ら
い
た
い
な
。
妄
想
で
い
い
ん
だ
よ
ね
。 

学
生
生
活
は
自
由
な
時
間
が
た
く
さ
ん
あ
る
か

ら
、
時
間
を
上
手
く
使
っ
て
い
ろ
ん
な
モ
ノ
に
出
会

い
、
感
じ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
私
は
も
ち
ろ
ん
日
々 

創
造
力
を
豊
か
に
す

う
ん
だ
け
ど
な
あ
。 

共
同
研
究
み
た
い
に
。
神
奈
川
大
学
も
も

と
企

 

川
端
：
う
ん
。
そ
う
い
う
の
大
切
！ 

そ
れ
に
、
会

社
に
入
っ
て
思
っ
た
ん
だ
け
ど
、
大
学
と
企
業
が

一
緒
に
な
っ
て
モ
ノ
を
造
り
だ
す
方
向
に
向
か
っ
て

く
れ
る
と
も
っ
と
も
っ
と
良
い
モ
ノ
が

田
中
：
車
体
構
造
の
肝
に
な
る
技
術
を
造
っ
て
る

ん
だ
ね
。
さ
す
が
に
博
士
号
を
取
っ
た
か
ら
、
大

学
で
研
究
し
て
い
た
も
の
を
ち
ゃ
ん
と
活
か
し
て

る
ね
。 

冶
工
具
の
設
計
・
製
作
・
工
場
設
置
を
短
期
間
で

実
施
す
る
の
が
主
な
仕
事
。
成
形
技
術
、
プ
レ
ス

技
術
、
車
体
生
産
技
術
、
車
両
組
立
技
術
、
部
品

品
質

く
こ
と
で
、
工
業
大
国
！
日
本
！
と
し
て
エ
ン
ジ
ニ

ア
が
も
っ
と
育
っ
て
い
く
と
思
う
。
神
奈
川
大
学
は

っ

業
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
が
ん
ば
っ
て
も

い

い
ね

ら

た

。

田
中
：
そ
う
だ
ね
。
こ
う
い
う
活
動
を
活
発
し
て

ま
し
た
が
，
来
春
の
は
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
ラ
ン
ナ

ー
ズ
（
マ
ラ
ソ
ン
の
月
刊
誌
）
の
“
１
才
き
ざ
み
ラ
ン

キ
ン
グ
”で
２
０
位
以
内
に
入
る
の
が
目
標
で
す
。 

４
． 

そ
れ
迄
の
予
定
は
，
ま
ず
本

1
0
/
2
1

。
第

3
6
 

回
タ
ー
ト
ル
（荒
川
）
ハ
ー
フ
。11

/
25

第

3
2

回
河

口
湖
（
フ
ル
）
。12
/1

6

東
京1

0
K

ク
リ
ス
マ
ス
マ
ラ
ソ

ン
（
昭
和
公
園
）
。1/

3

谷
川
真
理
ハ
ー
フ
（荒
川
）
。

2
/
3

第

4
2

回
青
梅
マ
ラ
ソ
ン
（30

k
m

）
。
の
予
定
で

す
。
［
昭
和
３０
年
卒
山
崎
善
高
］ 

そ
の
一
助
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。 

川
端
・
田
中
：
こ
れ
か
ら
も
卒
業
生
と
し
て
誇
り

を
持
て
る
神
奈
川
大
学
で
あ
っ
て
も
ら
い
た
い
ね
。 

会

員

の

近

況

・

思

い

出 

［
平
成
１
９
年
度
の
葉
書
（
通
信
欄
）
・
他
か
ら
］ 

 

ナ
ー
（
７
区
）
の
経
験
か
ら
仕
事
現
役
以
後
か
ら
フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
，
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
等
，
長
い
も
の
に

憑
か
れ
て
，
夢
の
島
や
平
塚
で
の
「
「
２
４
時
間
マ
ラ

ン
」
で
は
，
最
年
長
の
常
連
で
気
を
良
く
し
て
い
ま

す
。 

３
． 

今
年
の
第
１
回
東
京
マ
ラ
ソ
ン
は
抽
選
で
モ
レ

○
１
．
４
月
か
ら
台
東
区
立
浅
草
公
会
堂
，
中
央

監
視
室
で
「
ビ
ル
管
」
を
や
っ
て
い
ま
す
。 

２
． 

箱
根
に
はS

2
9

主
務
，S3

0

年
主
務
兼
ラ
ン

○
神
奈
川
大
学
を
卒
業
し
て
早
や
４
０
年
余
り
，

電
子
部
品
一
筋
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
神
大
の
新

卒
者
も
入
社
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
御
陰
様
で

会
社
も
町
工
場
か
ら
上
場
企
業
に
育
て
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
は
第
一
線
を
退
き
，
高
所
大

士
試

程
の
３
年
目
で
す
。
今
月

な
か
簡
単
に
出
席
で
き
ま
せ
ん
。。

の
ご
活
躍
を
祈
り
ま
す
。
［
昭
和を

７
年

内
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
［
昭
和
２
９
年
卒

参
加
し

矢
内
仁
］

に

様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
ま
す
。
［
昭

，
体
調
は
す

輪
番
制
の
町
会
自
治
会
の
役
員
が
ま

日
大
阪
・
ク

ボ
タ
体
育
館
で
全
日
本
居
合
道
・
秋
季
全
国
大

会
が
あ
り
，
協
議
役
員
の
た
め
，
大
学
へ
行
け
な

く
な
り
ま
し
た
。
残
念
で
す
。
［
昭
和
３
２
年
卒
村

橋
恒
夫
］ 

○
御
案
内
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
も
卒
業

以
来
丁
度
６
０
年
に
な
る
の
で
是
非
と
思
い
ま
す

が
都
合
悪
く
所
要
等
の
為
不
悪
皆
様
に
よ
ろ
し

く
。
［
昭
和
２
２
年
卒
高
田
至
康
］ 

      

験
の
受
験
資
格
の
一
つ
に
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
認
定
高
卒

業
者
以
外
は
１
次
試
験
か
ら
合
格
し
ま
せ
ん
と

二
次
は
受
験
で
き
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
［
昭
和

２
４
年
卒
臼
井
齊
］ 

○
長
崎
大
院
後
期
課

所
か
ら
経
営
を
見
て
い
ま
す
。
最
近
は
健
康
の
た

め
，
地
元
の
横
浜
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
毎
週
ゴ
ル

フ
を
し
て
い
ま
す
。
［
昭
和
４
０
年
卒
白
井
一
夫
］ 

○
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
認
定
ご
苦
労
様
で
す
。
技
術

末
の
ロ
ー
マ
で
の
学
会
発
表
と
学
位
論
文
作
成
に

追
わ
れ
て
い
ま
す
。
来
年
こ
そ
は
出
席
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
［昭
和
４
０
年
卒
松
尾
攻
］ 

○
遠
隔
地
で
な
か

わ
っ
て
き
て
，
何
か
と
雑
用
に
追
わ
れ
て
居
り
ま

す
。
［
昭
和
３
３
年
卒
五
十
嵐
惇
］ 

○
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
同
じ
下
宿
の
友
と
会
え

る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
当

な
り
自
適
な
生
活
を
し
て
，
元
気
に
暮
ら
し
て
ま

す
。
［
昭
和
４
０
年
卒
村
井
正
］ 

○
秋
の
諸
行
事
と
重
複
し
，
残
念
な
が
ら
欠
席
し

ま
す
。
皆

和
３
７
年
卒
上
田
信
行
］ 

○
再
度
改
め
て
「
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
技
術
」
な
ど
で
電

気
の
勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。
な
お

○
３
７
年
卒
同
窓
会
連
絡
先
が
わ
か
り
ま
し
た
ら

お
し
え
て
く
だ
さ
い
。
［
昭
和
３
７
年
卒
三
澤
紘

彦
］ 

ご
く
い
い
で
す
。
［
昭
和
５
２
年
卒
永
田
哲
也
］ 

○
国
家
公
務
員
を
退
職
し
，
目
下
地
方
団
体
の

役
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
次
回
も
会
報
を

是
非
お
送
り
く
だ
さ
い
。
［
昭
和
１
９
年
卒
小
山

富
男
］ 

○
今
年
は

た
い
も
の
で
す
。
［昭
和
３
３
年
卒
高
橋
保
彦
］ 

○
私
は
８
４
才
だ
が
，
母
校
か
ら
の
こ
う
し
た
便

り
が
う
れ
し
い
。
［
昭
和
１
８
年
卒

 

し
て
い
ま
す
。
初
め
て
の
海
外
旅
行
と
し
て
中
国

西
安
・
北
京
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
［
昭
和
４

３
５
年
卒
日
高
誠
］ 

○
昨
年
４
月
退
職
も
同
じ
職
場
で
ア
ル
バ
イ
ト

卒
田
口
保
雄
］ 

○
お
か
げ
さ
ま
で
元
気
に
生
き
て
い
ま
す
。
毎
回

の
案

内
藤
隆
文
］ 

○
来
年
は
総
会
・
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
に

○
介
護
に
療
養
の
応
援
に
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て

い
ま
す
。
［
昭
和
３
３
年
卒
鈴
木
荘
泰
］ 

○
母
校
の
発
展
を
祈
っ
て
ま
す
。
今
年
６
７
才

会
報
等
で
く
わ
し
く
情
報
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

高
齢
者
の
仲
間
入
り
で
す
が
，
元
気
に
過
し
て
い

ま
す
。
皆
様
方

         

同
窓
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
と
お
願
い 

 

・
会
費
の
払
い
込
み
に
つ
い
て 

 

平
成
２
０
年
度
会
費
を
同
封
の
払
込
用
紙
で
郵

便
振
替
口
座
（
０
０
２
０
０—

８—

４
２
８
５
１
）

に
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。
年
会
費
２
千
円
で
、

そ
の
際
卒
業
年
月
、
１
部
・
２
部
・
短
大
・
大
学

院
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
本
同
窓
会
は
神
奈

川
大
学
の
同
窓
会
で
あ
り
ま
す
「
㈳
宮
陵
会
」
と

は
別
組
織
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
点
を
ご
理

解
し
て
戴
き
、
ご
支
援
・
会
費
の
納
入
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

・
現
住
所
等
の
連
絡
に
つ
い
て 

 

住
所
変
更
が
あ
り
ま
し
た
ら
同
封
の
ハ
ガ
キ
、

F
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、

E
-m
a
il

: 
u
eo
k
a@ 

k
a
n
ag
a
wa

-
u.

a
c.
jp

ま
た
は
会
費
払
込
の
際
に
通

信
欄
に
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
本
同
窓
会
会
員

の
住
所
は
「
㈳
宮
陵
会
」
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て

お
り
ま
す
の
で
住
所
変
更
等
の
連
絡
は
、
ど
ち
ら

か
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
会
員
皆
様
の

ご
意
見
、
ご
要
望
、
近
況
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
会
員
皆
様
の
ご
支
援
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

・
役
員
・
ク
ラ
ス
委
員
・
支
部
長
の
推
薦
の
お
願

い 

 

同
窓
会
で
は
役
員
、
支
部
長
（
北
海
道
・
東
北
・

関
東
・
中
部
・
近
畿
・
中
国
・
四
国
・
九
州
）
、
ク

ラ
ス
（
年
度
）
委
員
の
推
薦
を
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
。
自
薦
、
他
薦
い
ず
れ
で
も
結
構
で
す
。
連

絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

   


